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研究開発の成果

平成２７年度採択 大型車に特化した危険予測可能な後側方障害物センサの開発
株式会社パル技研（香川県) 主たる技術：情報処理

本研究開発では、大型車に関する悲惨な事故のない社会を目指し、カメラとマイクロ波レーダを
用いて大型車の右左折時に車両側方や後方の人を検知し、事前に危険を予測できる運転者
支援システムの開発に取り組んだ。

■マイクロ波センサ部開発
・車載用マイクロ波レーダ試作機の開発
・反射物の移動速度を認識し接近物体のみ検出する技術を確立

■画像処理部開発
・車載用画像識別装置試作機の開発
・交通弱者（歩行者、バイク、自転車）識別技術を確立

■システム化
・検知率99％以上を実現
・第10回 国際カーエレクトロニクス技術展に出展
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